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「地域を担う市民の力」
～ボランティアの原点を振り返り

活動の未来を考える～

講演会のご案内

開催日時	：	 平成30年5月16日（水）
	 	 　　　　13時 30分～16時 00分

会　　場	：	 北勢市民会館　2階　視聴覚室

講　　師	：	 枝 見 太 朗 氏
	 	 （富士福祉事業団 理事長）

内　　容	：	 今までの活動を振り返り、活動の原点を改めて見直す。
	 	 ボランティアの意味や可能性を考え、
	 	 これからの活動の未来を考える機会にしませんか。
申　　込	：	 いなべ市ボランティアセンターまでご連絡ください。

災害ボランティアセンターの紹介、 動き

◎	災害ボランティアセンター（災害ＶＣ）とは…
	 災害が発生したときに、「被災者の思い」と「ボランティアの思い」を
つなぐ　橋渡しの拠点　です。

◎	被災地支援活動
	 台風 21号豪雨災害により伊勢市内で、家屋の床上・床下浸水など甚大
な被害を受けました。

	 ボランティア派遣要請があり、災害ボランティアコーディネーター、
ボランティアセンター登録者で現地へ向かい支援活動を行ないました。

◎	災害ＶＣ設置運営訓練の実施
	 災害ＶＣ単独での初訓練でしたが、災害ボランティアコーディネーター
や桑員地区社協、三重県社協と協働して行ないました。

	 ボランティア役や被災者役となっての受付、ボランティアと被災者の
要望を調整する（マッチング）訓練を実施しました。

1983 年マザー・テレサに出会い師事。
ボランティア活動啓発・推進のための事
業や学習の場の提供などを行なっている。

プロフィール

ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 紹 介

　厚生労働大臣表彰を受賞されました！
　長年にわたり本の読み聞かせを通して、
子どもに本の楽しさや素晴らしさを伝える
活動をしてみえます。

大安町おはなしの会くまのこ さん



　ボランティアセンター登録団体に１日体験で参

加し、興味のある方がボランティア活動に参加す

るきっかけになってます。高校・大学生、会社員、

主婦の方など約 10名の方に参加いただきました。

　「災害」をテーマに、日頃から地域でできる防

災活動を、レスキューストックヤード：松山文紀

氏をお招きして実施しました。ボランティア活動

者、約 30名の方と考え合いました

　牧野勢津子氏（いのちの電話研修

員・臨床心理士）をお招きして、経

験に基づいた話を交えながら、傾聴

について学びました。

　日頃ふれあいサロン等の集いの場で活躍さ

れている方々と、頭や体を動かしながら、新た

なレクリエーションや実施のコツを学び合い

ました。

　ボランティア活動者が一堂に会し、日頃の活動を

語り合い、課題共有や解決に向けて考え合いました。

三重県ボランティア連絡協議会：川瀬会長にお越し

いただき、活動者同士で情報交換しました。

　働けるうちはいつまでも働きたいという意欲の

高いシニア世代の経験と技能を、福祉・介護分野

の活力維持につなげる目的で行ないます。

　体験学習は市内事業所で行ないます。

「はじめてのボランティア体験」 「ボランティアのつどい」

「傾聴講演会」 「レクリエーション教室」

「ボランティア活動者交流会」 「シニア世代介護職場就労支援講座」

平成29年度の事業報告

開催：平成 29 年 8 月～ 9 月 開催：平成 29 年 12 月

開催：平成 29 年 10 月 開催 ： 平成29年7月～平成30年2月

開催：平成 29 年 9 月、11 月 開催 ： 平成30年2月～3月（講義）、 3月（体験学習）

平成30年度以降も様々なイベントを実施します。
ボラセンだより、社協だよりを、ぜひご覧ください。

サンティアちゃん　　　　　 　サンボくん
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〒511-0274　いなべ市大安町大井田2704
◎いなべ市社会福祉協議会　大安支所
電　話：0594-78-3522
メール：daian@inabewel.or.jp

≪ 4月 2日よりオレンジ工房あげきへ移転します≫
◎いなべ市社会福祉協議会
住　所：いなべ市北勢町阿下喜 2624-2
電　話：0594-41-2945


